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川と海を回遊するエビ類における黒潮の分布障壁機能 
〜高知県仁淀川と沖縄本島間の地理的隔離〜 

○藤田純太 
（京都大学大学院 農学研究科） 

 黒潮は、南西日本沿岸を流れる代表的な暖流であり、熱帯性の海洋生物を日本本土に輸送するベ

ルトコンベアとして機能することが知られている。一方で、黒潮は、南西諸島と日本本土の間を横

切るような流路をとり、貧栄養であることも相まって、海洋生物の分布を遮る障壁としての機能を

有することが明らかとなってきた。しかし、このような黒潮の二面性は、海洋生物を対象とするも

のがほとんどであり、加えて種内レベルでの研究も少ないのが現状である。そこで、本研究では、

川と海を回遊するエビ類３種を用いて、淡水域に生活の中心を置

く生物でも、黒潮が分布の障壁として機能することを明らかにす

ることを目的とした。 
 今年度は、黒潮生物研究財団研究助成の他に、笹川科学研究助

成からもご支援頂き、１年で研究を完了させることができた。申

請書に記述した通り、ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta には

笹川科学研究助成を、トゲナシヌマエビ C. typus とヤマトヌマ

エビC. multidentataには黒潮生物研究財団研究助成を使わせて

頂いた。 
 2010 年７月に、高知県仁淀川と沖縄本島を含む計７地点で、

上記３種を採集した。標本は、研究室に持ち帰り、形態で種を同

定した後、ミトコンドリア DNA の COI 遺伝子（571 bp）を対

象として遺伝子解析を行った。系統樹を推定したところ、ミゾレ

ヌマエビとトゲナシヌマエビは種内に２系統が存在し、ヤマトヌ

マエビは分岐した系統が存在しなかった。系統の地理的組成を調

べたところ、ミゾレヌマエビでは、赤の系統が南西諸島のみで見

られ、青の系統が南西諸島から日本本土まで見られた（図１）。

それに対して、トゲナシヌマエビは、赤と青の系統が、南西諸島

から日本本土まで、ほぼ同じ頻度で検出された（図１）。以上の

結果から、ミゾレヌマエビでは黒潮の分布障壁機能が当てはまり、

トゲナシヌマエビとヤマトヌマエビでは当てはまらずにベルト

コンベアとして機能する可能性が示唆された。従って、黒潮は海

域のみならず、陸水域に暮らす生物にまで影響を及ぼしており、

黒潮流域における環境保全対策は陸域まで含めた統合的なもの

に整備するべきであると考えられる。 
図１ 種内系統（1 地点２０個体） 
   の地理的組成 


